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第１章「スコープス裁判と 1920年代のアメリカの時代思潮への影響 (The Scopes Trial and Its Influence 








を収めたとも言える。スコープスを 1925年の世論のなかで際立たせたのは、彼の “integrity”である。 
 第２章「アレイン・ロックの『新しい黒人』、およびアフリカ系アメリカ文学作品における Integrity のテ





第 3章「スコープス裁判時代のコードとしての integrityとヘミングウェイのヒーローたち (Hemingway 





する。そうすることにより、彼らは自らの “integrity” を守るのである。 
ヘミングウェイは創作活動全体を通じてこのテーマを堅持した。晩年の代表作となる『老人と海（The Old 




















































  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有 
 するものと認める。 
 
